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Itzhak Wirth 博士の死去を知ったのは，カ
リフォルニア大学バークレー校の名誉教授
の Michael Conant 博 士 の 死 亡 記 事 が San 
Francisco Chronicle にあることを検索して見
つけ，ひょっとしたらWirth 博士のこともNet
でわかるのではないかと，1月 1 日に検索して
発見したのである。今まで，電話してもつなが
らず，バークレー市のご自宅に知人に頼んで直
接行ってもらっても行方不明であったので，特
別編集委員は前号から外れていただいていた。
それが，検索により同博士の状況がやっとわ
かったのである。同博士は 1936 年のポーラン
ド生まれで，2012 年 2 月 9 日に Berkeley の病
院で亡くなったとある。30 年以上教職にあり，
10 年連れ添った配偶者はWen Chuan Liu さん
であるとしている。
Wirth 博士と知り合ったのは，当方が 1980
－ 81 年にフルブライト招聘講師として米国　ニ
ュージャージー州立大学であるラトガース大学
の経営大学院で 1年間教えていた時の同僚であ
ったことにある。9月の講義が始まる前に，ニ
ューアークキャンパスの経営大学院の教員と
役職者が近郊の施設で 1泊旅行をして親睦と講
義についての案内を受けた時に知り合いになっ
た。その後偶然に会ったのは，国際学会であっ
た。The Performance of Merging U.S. Credit 
Unionsという論文を，The Eighth International 
Congress of North American Economic and 
Finance Association, Montego Bay, Jamaica 
1993という国際学会がカリブ海の避暑地でもあ
るジャマイカであり，発表した。そこで偶然，
Wirth 博士に再会し親しくなった。発表の翌年
1994 年には，当方が，名古屋市立大学から筑

波大学に移動したので，Itzhak 博士は，筑波
大学に短期に客員研究員で行きたいと提案をし
てきた。2－3 か月間，筑波大学の社会工学系
の客員研究員として受け入れ，個室の研究室，
大学の宿舎も確保できた。共同研究をしようと
いうので，つくば市にある製薬会社を何軒か訪
問し聞き取り調査したが，その結果は特に発表
していない。訪問途中で自動車事故を起こした
が，無事であったことの記憶があるだけであっ
た。
その後，当方が，経営行動科学の編集委員長
を 2 期務めたので，その間に特別編集委員を
Wirth 博士もConant 教授とともにお願いした。
そしてニューヨークを訪問した時に，一度彼の
勤務校である聖ヨハネ大学経営学部も訪問し
た。研究室は，窓がなく建物の中側に配置され
やや暗い感じであり，名古屋市立大学，筑波大
学と比較して違いが大きいのに驚いた。もう一
度は，彼の Jamica, NY の自宅を訪問したので
ある。経営行動科学誌への投稿を勧めたように
記憶している。また，彼の同僚が主催したホー
ムパーティーに一緒に参加したりした。それ以
降も，電話で何回か話をした記憶があるが，あ
る時点で全然連絡が取れなくなったのである。
そこで，聖ヨハネ大学の学部長あてにメールを
したら，Wirth 博士は退職をし，その後 1年く
らいの間は連絡が取れていたが，最近は連絡が
取れなくなっているとの返事を受け取った。ま
た，バークレー同窓会の関係者でバークレーへ
戻る人に会ったので，お願いして休暇中に滞在
すると言っていたバークレーの住所も訪問して
いただいた。結果は，外見上，庭が荒れていて
人が住んでいるようには見えないとの連絡が
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メールで入ったのである。音信不通となったの
である。彼がユダヤ人であることは，前から知
っていたので，同じユダヤ人でありニューヨー
ク市にある Pace 大学の教授に聞いてもまった
く音信不通であるという。その後気にかけてい
たが，どうしようもなくそのままであったが，
今回 Conant 教授の死去に関して検索していて
発見できたのは幸いであった。
同教授は，Project Management Journal, Inter-
national Journal of Project Management and Cost 
Engineering 等の編集委員を務め，この分野で80

編以上の論文を発表している。また，Ph.D. は，
工学系の IE/OR の分野でカリフォルニア大学
バークレー校から授与されておられる。
Wirth 教授に哀悼の意を表します。
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